
私立高校等の授業料無償化が広がります！

小児がんの治療では、長い入院生活や通院生活を余儀なくさ
れ、家族にも医療費を含め多くの負担がかかっています。さらに
小児がんの治療で骨髄移植などを受けると、予防接種で得られた
ワクチンの抗体を失うことが多く、再度ワクチンを接種する必要
があります。しかも、再接種の費用は２０万円程度で、全額自己負
担となっています。
昨年、公明党大和市議と共に、骨髄移植を受けた娘さんを持つ保護者から「再接種の

助成制度を作ってほしい」との切実な声を伺いました。この声を受けて、助成制度の実
現に向け、市議会と県議会で動きました。
その結果、大和市では２０１９年１０月に助成が始まりました（同年４月１日以降

に再接種した人も対象）。
一方、県議会では、私が昨年９月の本会議で代表質問に立ち、黒岩祐治知事に実情を

伝えるとともに、｢先駆けて県として制度を作っていくべき」と強く訴えました。
その結果、２０２０年度予算に助成制度が盛り込まれ、再接種の費用を助成する市町

村に対し、県が半額を補助することになりました。

高等部知的障害教育部門においては、重度かつ重複障がいのある生徒が増加してお
り、学びの保障の観点からも、一層の通学支援が求められています。そこで、私は昨年９
月の本会議で、スクールバスの増車を含む、通学支援の充実を求めました。
その結果、県は２０２０年度予算で、県立特別支援学校の高等部知的障害教育部門の

生徒のうち、自力通学が困難であっても支援があれば通える生徒に対して、通学の見守
りと支援を行う通学支援員を増員配置し、路線バスを利用した通学支援を強化します。
また、通学支援員がいても公共交通機関での通学が難しい生徒に対しては、スクール

バスの利用を拡大するため、登校便を９校で１０台増車します。

公明党県議団は教育費の負担軽減に取り組み、神奈川県では
国に２年先駆けて２０１８年度から年収約５９０万円未満の世
帯を対象に、県内私立高校等の授業料を実質無償化しました。

その後、中間所得層や県外通学世帯への無償化の拡大や、教育費負担の大きい多子世
帯への補助の充実をめざし知事と論戦を展開してきましたが、２０２０年度から授業
料の実質無償化を年収約７００万円未満の世帯まで広げるとともに、住民税非課税世
帯の入学金を実質無償化します。
また、２０２０年度からは国の制度として年収約５９０万円未満世帯に対し、私立高

校等の授業料実質無償化が始まりました。こちらの制度は、県外の私立高校等に通う場
合にも適用されます。
経済的な理由で県・市立高校を志望していたにもかかわらず受験に失敗し、やむなく

私立高校に通っている生徒も少なくありません。教育無償化のさらなる充実をめざし、
これからも努力を続けます。
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小児がん、予防接種の再接種費用を助成します！

県立特別支援学校の通学支援を拡充します！

２０２０年度予算で実現した主な取り組み


